
インド・バングラデシュ 
 （2003年12月～2004年1月） 
 

寒波 
 
イ ン ド 北 部 と バ ン グ ラ デ シ ュ で は 12
月 下 旬 か ら 1月 上 旬 に か け て 、 濃 霧 を 
伴っ た寒 波が 発生 。凍 死や 濃霧 に起 因 
する事故死などで 600人以上が死亡。  

 

インド・バングラデシュ・ネパール（6～10月） 
 

エチオピア（～2月） 
 

干ばつ 
 エチオピアでは干ばつのため 700万人 
以上が食糧不足。  

 

マダガスカル（3月） 
 

サイクロン 
 マダガスカルでは 3月前半にサイクロンに襲 
われ、洪水やフェリーの転覆などが発生。死 
者・行方不明者は 280人以上。  

 

ミャンマー（5月） 
 

サイクロン 
 ミャ ンマ ー北 西部 では 5月中 旬、 サイ クロ 
ン の 上 陸 に よ り 、 200 人 以 上 が 死 亡 。 1 万 
8000人が家を失った。  

 

中国華南・華中（9～11月） 
 

干ばつ 
 広東 省、 江蘇 省な ど華 南か ら華 中で は 54年ぶ りの 干ば つが 
発生 。被 害耕 地面 積は 約 355万 ha。飲 料水 不足 とな った 人 
は約 710万人、水の確保が困難となった家畜は約 400万頭。  

 

フィリピン（5～7月、11～12月） 
 

台風 
 フィ リピ ンで は 5月の 台風 第 2号、 6月末 ～ 7月初 
めの 台風 第 7号の 影響 であ わせ て 50 人以 上が 死亡。 
11月下 旬～ 12月上 旬に は台 風第 25、26、 27号や 
熱 帯 低 気 圧 が 相 次 い で 通 過 し 、 死 亡 ・ 行 方 不 明 者 
はあわせて 1500人以上。  

 

東アジア（6～10月） 
 

台風・洪水・土砂崩れ 
 
日 本 で は 6 月 か ら 10 月 に か け て 、 大 幅 な 記 録 更 
新 と な る 10 個 の 台 風 が 上 陸 し 、 死 者 ・ 行 方 不 明 
者 は 220人 以 上 。 朝 鮮 半 島 、 中 国 南 東 部 で も 、 5
～ 9月に 前線 やモ ンス ーン の大 雨、 台風 によ る災 
害が 相次 ぎ、 中国 中部 にお ける 8月と 9月の 台風 
や大雨 による 死者・ 行方不 明者は 400人以上 。台 
湾 で も 7月 、 8月 、 10月 に 台 風 が 接 近 し 、 死 者 ・ 
行方不明者はあわせて 60人以上。  

 

大雨・洪水・土砂崩れ 
 
イン ド東 部・ バン グラ デシ ュ・ ネパ ール では 6～ 7月に、 
イン ド西 部で も 7月下 旬か ら 8月上 旬に 、モ ンス ーン に 
よ る 大 雨 が 発 生 。 死 亡 者 は あ わ せ て 2000人 以 上 、 ネ パ 
ールの被害農地面積は 200万 ha。インド北部では 9月下 
旬に大雨による被害 が発生。10月上旬にはインド北 東部 
などで地滑りなどが発生し、170人以上が死亡。  
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世界最大規模のスーパーコ 
ンピューターである 「 地球シミュレ 
ータ 」 を用いて 、 2100年までの気 
候の変化が予測されました。 
この結果によると 、 2100年に 、 

日本の夏の日平均気温は 4.2℃上昇 
し 、 真夏日の日数も約 70日増加す 
ることが示されました 。 また 、 日本 
の夏の降水量は約 20％増加し 、 大 
雨の頻度も増加すると予測されてい 
ます 。 （ 文献 9より ） 
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■ 日本の真夏日日数の変化 
（ 1900～ 2100年） 

■ 日本の夏季（ 6, 7, 8月）の大雨日数の 
変化（ 1900～ 2100年） 

■ 2004年、世界で深刻な被害が発生した気象災害 （ 文献 4、 文献 5より ） 

温暖 化により真夏日日数や大雨日数が増加 
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■ エルベ川の小支川ミューグリッツ川 
において救助を待つ人 （ 文献 3より ） 

2002年の夏 、 ヨーロッパ各地で数 
百年に一度という大規模な洪水がおきまし 
た 。 多くの人命が失われるとともに 、 川の 
堤防が壊れ 、 鉄道や道路 、 建物などにも大 
きな被害が及びました 。 チェコ 、 オースト 
リア 、 ドイツ 、 フランスの 4ヶ国で 、 70人 
以上が死亡 。 40万人以上が避難し 、 被害額 
は推定 160億ユーロ （約 2兆 1,760億円 ＊ ） 
に上りました。 

洪水 が多発 

＊： 1ユーロ＝ 136円（ 2004年3月時点） 

※図示した範囲はおおよその位置を示している。 



アラスカやカナ 
ダ西部では 、 この 50年 
間で冬季の気温が 3～ 
4℃上昇しました 。 こ 
れにより 、 積雪期間の 
短縮 、 海氷の減少 、 氷 
河や永久凍土の融解が 
生じています 。 
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分布が北に広がっている 
 

■ ナガサキアゲハの分布の北上 （ 文献 12より ） ■ イロハカエデの紅葉時期（ 1953～ 2000年） 
（ 文献 11より ） 

■ 北極の氷（ 1979年、 2003年） （ 文献 10より ） 

北極 の氷に異変 

イロハカエデは 、 東北地方南部から九州地方 
の山地にみられる樹木で 、 秋になり 、 涼しくなると紅 
葉します 。 過去 50年間のイロハカエデの紅葉の時期 
を比べると 、 最近は 2週間も遅くなっていることがわ 
かります 。 

イロ ハカエデの紅葉に遅れ 
かんきつ類の害虫として知られるナガサキアゲ 

ハは 、 1940年頃には 、 山口県 、 愛媛県などより南で 
しかみられませんでした 。 しかし分布が北に広がり 、 
1995年には近畿地方でもみられるようになりました 。 

ナガ サキアゲハの生育地域が北上 

ナガサキアゲハ 
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■ 1時間降水量 50mm以上の出現回数 （ 文献 8より作成 ） 

1時間の降水量が 50mm以上の非 
常に激しい雨の出現回数は 、 年によりかな 
りの変動があります 。 しかし近年は 、 その 
変動がさらに大きくなり 、 回数が増加する 
傾向がみられます 。 

大雨 も増加傾向 

20世紀の間に 、 地球の平均気温は 0.6℃上昇し 、 平均海面水位は 10～ 20cm
上昇しました 。 日本でも 、 20世紀の間に平均気温が 1℃上昇しています 。 
このような気温の上昇により 、 氷河の後退や永久凍土の融解が発生し 、 地域の 

気候が変化して 、 生態系等にも既に影響が現れてきています 。 
過去 50年間の地球温暖化の主な原因は人間活動であると言われています 。 

温暖化の影響が 
顕在化 


